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利用・用途・応用分野

土木建築分野、多数の杭部材使用の杭基礎の設計法

目的・課題 解決ポイント

杭部材の周面には鉛直方向に地盤の摩
擦力が通常働いている。しかし、その効
果を地盤の構成に合わせて基礎構造物
の安定や挙動の計算に反映させることは、
土木構造物の分野では複雑であり、周面
摩擦力の特性を簡易な方法で実務的な
設計に反映できるようにする必要がある。

基礎全体の軸方向変形に抵抗する働き
（τＺＮの働き）、基礎全体の曲げ変形に
抵抗する働き（τＺφの働き）及び各部材
の部材曲げ変形に抵抗する働き（τＺθ
の働き）の効果を、基礎全体の各断面力
の合力の成分に対するつり合い式に反
映させて得られた方程式の変位関数の
解を設計計算式に用いる。 
分布周面摩擦力τＺの３種類の働き方の
内、前２者の働き（τＺＮとτＺφの働き）
が杭の軸力を減少さす効果があり、実務
上杭の軸力減少による経済性を求める
場合はこの２者の働きを反映させた式を
用いることで、より簡易な扱い方ができる。
これらの設計法は杭基礎の合理的で経
済的な設計に役立つ。
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周面摩擦力が３種類の変形成分別に働く状態の説明図

杭の周面摩擦力は軸力の測点間に一様分布
する摩擦力として算出したものである。その値
は測点そのものの相対変位量と厳密に対応
していない。従って、周面摩擦力を杭周面の
（分布）せん断地盤反力係数ｋＳＶではなく、分
布摩擦力τＺとし、この摩擦力τＺの強度と分
布範囲を一般的な設計外力と同じように設定
して基礎を設計するものである。
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